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平成21年10月22目

福島県会津家畜保健衛生所長

鶏伝染性疾病検査成績について(回答)　　　ぜ塑皇生壁迎

山口　英則　様

平成21年10月19目に実施したこのことについては、下記のとおりです。

′‾¥

記

1　検査材料

クロアカスワブ:20羽(5羽1プール、4検体)

敷料:10ヶ所(5ヶ所1プールく　2検体)
-2-高田茜学検査成績一∴

(1)サルモネラ菌の分離

クロアカスワブ:ハーナテトラチオン酸塩培地にて42℃で24時間増菌処置した
のち、DHし寒天培地及びⅩ二Sal寒天培地に接種し37℃で24時間培養した。

敷料『:リン酸緩衝ペプトン水にて37℃で24時間前増菌培養後、ハーナテトラチ
オン酸塩培鞄にて4、2℃で24時間増茜処置したのち、DHし寒天培地及びⅩ-S。1

寒天培地に接種し37℃で24時間培養した。

(2)結果

検体すべてにおいてサルモネラ属菌は分離されませんでした。

(事務担当　防疫課　獣医技師　羽賀　電話　0242÷25-0599)


